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少人数でじっくり観察しよう！ 

絶滅危惧種キタミソウの生態を観察する 
主催：自然観察大学 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【自然観察大学は “楽しみながら自然観察の視点を身につけよう” という目的の NPO法人です。法で定められた大学ではありません】 
 

日程 2023 年 10 月 22 日（日） 

場所と時間 

（予定） 

埼玉県越谷市内 

現地集合・現地解散 （小雨決行） 

10 時 00 分 (9 時 45 分受付開始)～12 時 30 分 

東武伊勢崎線（東武スカイ

ツリーライン）「越谷駅」より

徒歩７分。 

詳細は後日連絡します。 

講師(予定)  唐沢孝一（鳥） 小幡和男（植物） ※ 詳しくは HPの「講師紹介」をご覧ください 

参加費 大人１,000 円（学生、NPO会員は 700 円）、当日朝、受付時に申し受けます。 

募集対象 植物観察、自然観察に興味のある方はどなたでも参加できます。 

募集人員 約 20 名  応募多数の場合、先着順で締切りとなります。ご了承ください。 

申込方法 
申込書または同じ書式の文書にご記入の上、郵便またはＥメールで 

お申し込みください。締切りは 2023 年 10 月 8 日まで必着。 

申込先 

NPO法人自然観察大学／事務局  〒272-0034 千葉県市川市市川 3‐27‐20‐811 

Tel 090-5758-9059 （大野透） 

Ｅメールアドレス jimu@sizenkansatu.jp 

詳細のご連絡 
参加いただける方には、事前（10 月上旬ころ）に詳しい案内をお送りします。 
※ お申し込みの際には、できるだけＥメールアドレスを明記してください。 

その他 ルーペ、双眼鏡をお持ちの方は、各自ご用意ください。 （コロナ対策のため貸し借りできません） 

おことわり 

この観察会のようすは、自然観察大学 HPで紹介させていただきます。 

参加人数が少ない場合は中止になる場合もあります。 

新型コロナウイルスの感染拡大状況などにより中止となる場合があります。 
 

これまでの自然観察大学のようすはホームページにてご覧いただけます。 

http://www.sizenkansatu.org/ 
 

 
 

 
自然観察大学の活動は自然保護大賞 2022に入選しました 

キタミソウは、北半球の温帯地方の湿地に分布する植物で、 

日本では北海道、関東、奈良、熊本などの限られた地域に 

生育しています。キタミソウの生態を通して水辺の植物や 

水鳥のくらしに迫ります。 

 

 

 

  
キタミソウ 越冬中のコガモ

ウ 

http://www.zennokyo.co.jp/field/index.html

